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二

　
諸
経
典
に
お

け
る

記
述

　

例
え
ば

「

悲
華

經
』

巻
第
一

「

転
法
輪

品
」

第
一

（
大
正

ω

」
 
¶

巴

に

於
い

て

は

阿
難
は

阿
羅
漢
で

は

無
い

こ

と
が

明
記
さ
れ
て

い

る
。

「

如

是

我
聞

。

一

時
佛
在
王

舍
城
耆
闍
崛
山

。

與
大
比
丘
僧
六

萬、
一

千
人

倶
。

皆

阿
羅
漢
諾
漏
已
尽
無
復
煩

惱、
…

切
自
在．、

心

得
解

脱．、

慧

得
解

脱
。

（

中
略）

唯
除
阿
難

。

」

と

あ
る
。

　
三

　
浄
十

三

部
経
に

お

け
る

記
述

　

無
量

寿
経
は

五

訳
共
に
、

阿

難
は

阿

羅
漢
で

あ
る

。

「
佛
説
無
量
壽
經
』

（

大
正
一

ト。

』
 
釦
o）

を
例
に

と

れ
ば
、

阿
難
も
他
の

比
丘
達
と

同
様
に

阿

羅

漢
で

あ
る

。

「

我

聞
如
是

。

一

時

佛
住
下

舍
城
蓍
闍
崛
山

中。

與

大
比

丘

衆
萬
二

干
人
倶

。

］

切
大
聖
神

通
巳
達

。

（

中
略）

尊

者
阿
難

。

皆
如

斯

等
上

首

者
也。
」

「

佛
説
阿

彌
陀
経
」

（
大
正
一

b。

魏
8
守
O
）

及
び

そ
の

異

訳
も

同
様
で

あ
る
。

但
し

「

観
無
量

寿
経
』

（
大
正

一

b」’
G 。

心
OoI

ω

自
餌）

で

は
「

如
是
我
聞

。

　一

時
佛
在
王

舍
城

耆
闍
崛
山
中

。

與
大
比
丘

衆

千
二

百
五

十

人
倶
」

と
な
っ

て

い

る

の

み

で

明
白
で

は

な
い

。

大

乗
仏

教
教

団
の

連
帯

感

　

ー
「

善
男

子
善
女
人
」

の

原
意

阿

理

　
生

　

大
乗
の

諸
種
の

経
に
、

び

oO

巨
霽
算
く
拶

（

菩
薩）

と

並
ん
で
、

し

ば
し

ば
評

巳

咢
⊆

鐸
斜

屏

三
p
α
ロ

巨

耳
（嚇
隈

訳
　
善
男
子、

善

女
人
／
族
姓

子
、

族
姓
女
）

の

語
が

見
え
る

。

こ

れ

ら
の

用
語
に

関
し
て

、

近
現

代
の

辞
書

的

記
載
や

解
説
の

ほ
か、

平
川
彰
の

研
究
（
『

平
川

彰
著
作

集
第
三

巻
』

平

成
元
年
所

収
）

や
植

木
雅
俊
の

研
究
（

『

仏

教
の

な
か
の

男
女
観
』

平

成
十
六

年
所
収）

が

あ
る

が
、

そ
の

本
質
的
概
念
に
つ

い

て

充

分
に

解
明

さ

れ
た
と

は

言
い

難
く

、

ま
だ
研

究
の

余
地
が
あ
る
よ

う
で

あ
る

。

　
初

期
仏

教
パ

ー

リ
ニ

カ

ー

ヤ

に

は
、

ア

ン

バ

ッ

タ
と
い

う
バ

ラ

モ

ン

青

年
の

こ

と

を

仲
間
の

バ

ラ

モ

ン

が

屏

三
曽
O
ロ

算
p

と

言
う
と

き、

そ
の

語

は

前
後
の

文
脈
か

ら

し

て
、

古
代
イ
ン

ド
世
俗
社
会
の

厳

格
な

階
級
差
別

と

密
接
に

関
わ

っ

て

い

る
こ

と

が

知
ら

れ、

こ

の

場
合
塗。

評

口

訂

と
い

う

卑
し
い

ド

層
階
級
集

団
と
の

対
比
で
、

騨

巳
p

（
11

ω

鼻
巳
巴

と
い

う
高

貴
で

良
き
バ

ラ
モ

ン

な
る

上

層

階
級

集
団
が

意
図
さ
れ
て

い

る

（

勺
→
oり

版
O
客
一

も．
Φ
ω
）

。

そ
し
て
一

方
で

は

仏
陀
を

師
と

す
る

出
家

者
集
団

（
サ
ン

ガ
）

に

属
す
る

者

も
ま
た

評

三

琶
癖
β

と

呼
ば

れ

て

い

る

の

を

見

出

す
（
ζ

客
一

も
」
 
一

も
』
O

仰

ζ
乞゚

°。

も
℃

』
＄
1

雪
ρ

露
6°
）

。

　

同
一

の

評

三

巷
三
富

の

語
が

在
家

者
に

も
出

家

者
に

も

使
用

さ
れ
て

い

る

こ

と

に

な
る

が
、

そ
の

意
味

合
い

は

同
一

で

は
あ
る

ま
い
。

後
者
の

出

家
者
に

は
上

層
の
バ

ラ

モ

ン

か
ら

下

層
の

シ

ュ

ー

ド
ラ

階
級
の

出
身
者

ま
で

が
入

門
を

許
さ

れ、

出

家
前
の

階

級
（
牛

ま
れ）

が

問
わ
れ

る

こ

と

は

な
い

か

ら、

出

家

者
に

対

し
て

言
わ

れ
る

と

こ

ろ

の

評

已
国

O
⊆

茸
国

と

は
、

世
俗
の

差

別
的

社
会
階
層
に

お

け
る

意
味
を
離
れ
て、

又

仏
陀
を
師

と
す
る

出
世

問
の
）

す
ぐ
れ
た
出

家
者
集
団
に

所
属
す
る

者
」

の

意
味
合

い

に

転
用
さ
れ

て

い

る

こ

と
が

明
ら

か
と
な
る

。

評

巳
曽

は
基

本
的
に
「

家

柄
・

家
系
」

の

こ

と
で

は

な
く、

「

同
類
の

群
れ
・

階
層

集
団
」

で

あ
る

か
ら
で

あ
る

。

［
英
語
の

o

訂
昌

は

こ

の

評

巳
o

と

類
縁
関
係
に

あ
る

可
能

性
が
あ
る
］

　

大
乗
の

始
原
に

位
置
す
る

「

八

千
頒
般
若
経
』

で

は
、

出

家
の

比
丘
・

比
丘
尼
と

在
家
の

ウ
パ

ー

サ
カ
・

ウ

パ

ー

シ

カ

ー

と
い

う
四

衆
が

直
後
の

文

脈
で

貯

匹

碧
ロ

時
斜

評

巳
四

巳
ぼ
耳

の

語
で

言
い

換
え

ら

れ
（
＜
巴
α

旨

（1165）331

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　for 　Religious 　Studies

第 6部会『宗教研究』 85巻 4輯 （2012年）

Φ

P
も曾

謡
）

、

ま
た

そ
の

屏

巳

昌
β

qP

−

含
ぼ

貫

が

説
教
師
と
な

り
（
口．

δ
O）

、

四

衆
の

前
で

心
お

び
え
る

こ

と

な
く
語
り

6°
鼻
bO
）

、

菩
薩
の
誓凵

願
を
立
て

て

菩
薩
乗
に

て

修
行
し

（
b

」
一

ω
）

、

智
慧
パ

ー

ラ

ミ

タ

ー

に

習
い

学
び

行
ず
る

者
は

菩
薩
大
士
と

同
様
で

あ
る

（
℃

」
Oe

と
さ
れ
る

。

そ
し
て

文
脈
の

中
で

、

菩

薩
大
士
の

語
が
評

巳
pO

舜
蕁

の

語
に

置
き

換

わ

り
（
P

ご
、

ま
た

逆
に
、

し
ば
し

ば
評

巳
帥

它
＃
P

−

臼
ぽ
＃

が

菩
薩

大
士

の
詒
に

置
き
換
わ

る

（
P
し。

一

も
O
」
O
虧

山
O
 ．
o
討．）

。

［

以
上
の

「

八

千
頌
』

に
お

け
る
特
質
は

後
の

『

法
華
経
』

等
に

も
見
出
さ
れ

る
］

　
『

八

千
頌
』

に

お

け
る

犀

巳
6
畧
鑓．
−

位

信

ぽ

儒

は
、

出

家
を
も

含
む

点

で

世
俗
社
会
の

「

良
き
階
層
集
団
の

男
子
・

娘
」

の

意
味
で

は

な
く、

す

で

に
見
た

よ

う
に、

初
期
仏
教
に

お

い

て

出
家
者
集
団
に
属
す
る

者
に
適

用
さ

れ

た
と
こ

ろ

の

意
味
合
い

が
こ

こ

に

思

い

起
こ

さ

れ
る
べ

き
で

あ

る
。

『

八

千
頌
』

の

そ
れ
も
ま
さ

に
、

「

（
そ
の

勝
れ

た

大
乗
の

経
を

奉
じ

る
）

教
団
に

所
属
す
る

者
」

と

い

う
意
味
合
い

で

使
用
さ
れ
て

い

る

感
が

強
い

。

そ
の

語
に
は
、

世
俗
社
会
の

う
ち
で

い

か

な
る

階
層
に

属
し

て

い

よ

う
と

も、

同
一

の

教
団
に

属
す
る

と
い

う
同
族
意
識
と

連
帯
感
と

を
含

ん

で

い

る

こ

と

が

窺
わ

れ
る

の

で

あ
る

。

「

同
志、

同
朋、

同
行
」

の

語

感
に

も
通
ず
る

も
の

が
あ
る

。

無
量
無
数
の

衆
生

を
導
き
利
益
す
る

自
利

利
他
円
満
の

菩
薩
道
を
行
ず
る

と

い

う
高
い

浄
ら

か

な
同
一

の

志
を

有
す

る

集
団
の
一

員
で

あ
る

と
の

深
い

自
覚
が、

σ
c
Ω

匡
・゚

畧
け

毒

の

語
同
様
に

牌

三

書
o
時
P
−
α
二

巨

＃

の

語
に

も
込
め

ら
れ
ま
た

願
わ

れ
て

い

る

よ

う
に

思
わ

れ
る

。

ま
た

そ
れ

ゆ
え
に
、

呼
び

か
け
に

そ
の

語

が

使
わ

れ

る

と

き、

自
ず
か
ら

敬
意
的
表
現．
の

響
き
を

感
じ

さ
せ

る

も
の

に
な
っ

て

い

る

よ

う
で

あ
る

。

『

阿
毘

達
磨
倶
舎
論
』

に

お

け
る

作
用
の

意
義

日

　
比

　
佑

香

　

現
代
の

科
学
で

は

自
然
現
象
は

様
々

な
カ

テ
ゴ

リ

に

細
分
化
さ
れ、

そ

れ

ぞ
れ
に

お
い

て

独
自
の

発
展
を

遂
げ
て

い

る
よ

う
に

見
え
る

。

と

り
わ

け
物
理
学
に

は
、

力
学、

電

磁
気
学、

熱
学、

素
粒
子
学、

量
子
力
学
な

ど

様
々

な

分
野
が
あ
る

。

し
か

し
、

こ

れ
ら
の

現

象
は

決
し
て

互
い

に

無

関
係
な
も
の

で

は

な
い

。

物
理

科
学
と
い

う
も
の

は
、

自
然
の

中
に

統
一

的
な
法
則
を
見
出
し、

自
然
の

あ

り
の

ま
ま
の

姿
を
理
解
し
よ

う
と

す
る

学
問
で

あ
る

か

ら
で

あ
る

。

物
理

学
を

統
一

的
に
理
解
し
よ

う
と
す
る
と

き
、

そ
の

要
と

な
る

も
の

が
エ

ネ
ル

ギ

〜
（
Φ

口
Φ

触
oq
望）

で

あ
る

。

す
べ

て

の

自
然
現．
象
は

例
外
な

く
エ

ネ
ル

ギ

ー

の

与
奪
に

よ

っ

て

行
わ
れ
て

い

る
。

生
命
活
動
を
は

じ

め

と
し

て
、

太

陽
の

光
や
気
候、

重
力
や
風、

音

ま
で

も、

我
々

の

知
り
得
る

す
べ

て

の

自
然
現
象
が
エ

ネ
ル

ギ

ー

の

流
れ

で

説
明
さ
れ
得
る
の

で

あ
る

。

す
な
わ

ち、

絶
え
ず
移
り
変
わ

る
エ

ネ
ル

ギ

ー

の

流
れ

を

解
明
す
る

こ

と
が

物

理
学
の

統
一

的
な

目

的
な
の

で

あ

る．、
　

説
一

切
有
部
は
、

と

り
わ

け
人

間
の

認
識
範
囲
内
に

留
ま
る

が、

様
々

な

自
然
現
象
を
七

十
五

の

法
（

臨
け

髯
日
餌）

に

分
類
し、

そ
の

全

貌
を
こ

れ

ら
少
数
の

統
】

的
法
則
で

理

解
し
よ

う
と

し
た

、

そ
の

教
理
の

中
に

お

い

て

作
用
と

は

七
十
五

法
の

中
に

は

含
ま
れ

て

は

い

な
い

が、

無
為
法
を

除
く
全
て

の

法
に
お
い

て

為
し

得
る

性
質
で

あ
る

。

説
一

切
有
部
に

依
れ

ば
、

三

世
に
わ

た
っ

て

法
は

存
在
し、

作
用
の

区
別
に

依
っ

て

過
去
・

現

在
・

未
来
が
決
定
す
る

の

で

あ
る

か

ら
、

た

と

え
法
が

存
在
し
て

い

て

も

332（1166）
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